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●本号の内容 １ 加茂生コン事件の逮捕者が保釈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１

２ 静岡県で「支援する会」結成へ（12月14日）････････････････････ｐ１

仲間２人が保釈された
加茂生コン事件（京都）の逮捕者、４か月半ぶり

●よろこびに湧く関生支部

１１月１日に組合員Ｙさん、５日に執行委員のＹさんの２人が保釈された。６月１９日に不

当逮捕されてからじつに４か月半ぶり。関生支部事務所では歓声があがった。

２人は、あの「加茂生コン事件」で、武委員長、湯川副委員長らとともに逮捕された。

●改めてふりかえる加茂生コン事件の経緯

この事件は２０１７年１０月、京都府木津川市の生コン会社、株式会社村田建材で働く運転手

Ａさんが組合に加入して社会労働保険適用と残業代支払いなどを要求したことに始まる。

Ａさんは常用雇用の実態なのに日雇い手帳をもたされて働く運転手だった。だが、京都労働局

管内で大がかりな日雇い偽装の失業手当不正受給事件が摘発されたことから、驚いた会社が日雇

い手帳を取り上げたため、それ以後は「アルバイト」として働かされていた。労働者として当然

の権利実現を要求して団交申し入れしたのだが、会社は団交を拒否。さらに、Ａさんが子どもが

保育園に通うために必要な「就労証明書」に会社印を押すよう求めたところ、それ以前はすぐさ

ま押印していたのに、組合加入後は「雇用関係を認めたことになる」ことを理由に会社は拒否。

さらに、会社が団交拒否のまま工場を閉鎖したことから、組合は２０１８年６月、大阪府労働委

員会に不当労働行為救済を申し立て、その後、社長一族も出席して証人尋問も行われ、２０１９

年６月２０日に府労委による和解調査がおこなわれる予定だった。

事件に関する労使双方の主張も証拠もこの大阪府労働委員会で出尽くしている。刑事事件に相

当する疑いが百歩譲ってあったとしても証拠隠滅のおそれなどあるはずもない。それなのに、和

解調査の前日、京都府警組織犯罪対策課が乗り込んで来て逮捕したというデタラメ極まりない弾

圧事件が加茂生コン事件である。それを京都新聞は「正社員として雇用するよう不当に要求した

疑い」と警察発表を鵜呑みにして報じたのだった。

●近く労働委員会命令の予定

４か月半の長期勾留のあいだ、警察や検察の不当な取り調べは労働組合から脱退させることの

みを目的にしたものだった。拘置所の処遇もはなはだしい人権侵害にほかならない。その実情は

近くお伝えすることにしたい。なお、大阪府労委事件はすでに結審。近く命令が出される予定。
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静岡県で「支援する会」結成へ（12/１４）
「関西生コン労組への弾圧を許さない静岡の会」結成総会は１２月１４日（土）１４:００～

静岡労働会館。共同代表（よびかけ人）は、笹沼弘志（静岡大学教授＝憲法学）、大橋昭夫（弁

護士）、阿部浩基（弁護士）、増本雅敏（弁護士）、渡邉敏明（静岡県平和・国民運動センター会

長）、鈴木英夫（静岡県共闘代表幹事）の各氏。（詳しくは次ページのビラを参照）
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  ＊お問い合わせ 

  静岡県平和・国民運動センター  （TEL：０５４－２８２－４１２１） 

  静岡県労働組合共闘会議     （TEL：０５４－２７１－７３０２） 

  スト、ビラまき、あたりまえの労働組合活動で逮捕・拘留 

   仲間を返せ！ 不当な逮捕は許さない！ 

◇講師プロフィール◇ 

 支援の賛同人を募集してます！ 


